夏休み子供体験

古代 (こだい)の布 (ぬの)をつくろう
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 (
編布（アンギン）
石川県米泉遺跡出土
)











埼玉県立さきたま史跡の博物館



 (
古代の布、編布（アンギン）とは
　
)


 (
うるしをこす作業につかわれた編布（アンギン）
石川県米泉遺跡出土
)[image: 米泉遺跡出土アンギン]
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はっくつ
発掘
ちょうさ
調査
で
み　　　　　
見つかった
じょうもん
縄文
じだい
時代
の
ぬの
布
は、編布（アンギン）と
よ　　　
呼ばれる
ほうほう
方法
で
つく　　　　　　　
作られて
います。アンギンはたて
いと
糸
を
よこ　　
横糸
にからめながら
あ　　
編んで
いくものです。
)


 (
アンギンを編む道具とその様子
（十日町市博物館）
)


 (
　
編布（アンギン）は
、カラムシなどの
しょくぶつ
植物
せんいを
ざいりょう
材料
としていました。
カラムシは、
　　　　　か
イラクサ科
の
たねん
多年
そう
草
で、
やせい
野生
のものは田の
ふち
縁
や
みち　　　　
道ばた
に
ざっそう
雑草
として生えています。
茎（から）を
む　　
蒸して
せんい
をとることからこの
なまえ
名前
がつきました。
)[image: ファイル:Boehmeria nivea 1.jpg]



 (
カラムシ
　
)
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